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西洋の拡張と土地の命名
―コロンの第１回航海と「新しい」の系譜―
井 上 幸 孝＊
１．問題の所在
地名１）はいかにして名づけられたのであろうか。普段，私たちは地名の
由来をあまり深く考えることなく使用しているが，そもそも歴史上のある
段階で誰かによって名づけられたもののはずである。日本では，昭和初期
以来，柳田國男をはじめとする地名研究の蓄積があり，歴史学においても
地名を扱った研究が見られる。一見すると「意味不明」な地名も，現地調
査や史料分析によって，現在では見ることのできない景観や過去の社会の
様子を解明する手掛かりとなる（服部２０００）。また，民俗学からのアプロ
ーチによれば，従来考えられてきたような対象の観察や解釈による命名の
ほかに，期待や抱負に基づく「名のり的命名」もあるという（田中２０１４）。
地名の解明は，これまで主としてそこに住んでいた人々が土地にどのよ
うな名を与えたかという観点からなされてきたように思われる。しかしな
がら，地名の名づけには，まったく外的な要因が作用することもあった。
すなわち，外部からやって来た者によって一方的に名づけられた場合であ
る。山里によれば，そうした植民地主義的な一方的命名は，人間生活に密
接に関連した「場所」を，数学的・物理的意味を帯び，人間がその中を移
動する枠組みである「空間」へと変容させる行為であった。すなわち，地
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名を「上書き」することで，元の住民から「空間」を奪い去り，自分たち
の「場所」へと変容させるものであった（山里２０１１：２０―２４）。
征服や植民地化といった歴史的経緯を有する地域では，こうした事例が
多く生じた。例えば，中米のエル・サルバドルや南米のベネズエラという
普段何気なく見聞きする地名は，本来はその土地と何ら関係なかったはず
の名称が現代の国名として用いられているケースである。エル・サルバド
ル（El Salvador）はスペイン語で「救世主」を意味し，５００年ほど前ま
でキリスト教とは何の関係もなかった場所が，キリスト教を象徴する名称
で呼ばれている。同様に，スペイン語で「小ヴェネツィア」を意味するベ
ネズエラ（Venezuela）も，ヨーロッパ人が到来してから，ヴェネツィア
に準えて付けられた地名である。これら２か国を含む南北アメリカ各地で
は，大航海時代の到来に始まる西欧諸国の海外進出という歴史的経緯にお
いて，「発見者」側がたどり着いた先の土地を一方的に命名するというこ
とがしばしば行われた。トドロフの言葉を借りれば，「命名することはと
りもなおさずそのものを取得すること」（トドロフ１９８６：３７）であり，し
ばしば一方的な征服・植民地化という力関係の中で，「発見者」が自身の
判断において「正しい」と思う方法で土地の命名がなされていった。グリ
ーンブラットが指摘するように，その背景には中世の自然法に沿った考え
方があり，住民のいない土地は最初に発見したものの所有となると考えら
れため，占有を示す法的行為は慣習としての名づけ行為を含むことになる
のであった（グリーンブラット１９９４：９７，１３１―１３２）。
大航海時代に命名された地名うち，もっともよく知られているのは，「ア
メリカ」という大陸名であろう。周知の通り，この地名は１５世紀末～１６世
紀初頭の航海者アメリゴ・ヴェスプッチの名に因み，１５０７年のマルティ
ン・ヴァルトゼーミューラーの世界図に最初に表現されたものである
（Waldseemüller２００７）２）。さらに「アメリカ」の地名は，ヴェスプッチか
ら２５０年以上後にこの大陸名を冠する国家（アメリカ合衆国）が誕生し，
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やがて世界に大きな影響力を及ぼしたことで，この特定の国家を指す呼称
としても広く用いられるようになった。
「アメリカ」という呼称の問題性は，２０世紀半ばにメキシコの歴史家エ
ドムンド・オゴルマンが鋭く論じた（オゴルマン１９９９）。彼によれば，ア
メリカの「発見」よりもその「発明」――未知の大陸に実態を与えた名づ
け――の方がはるかに重大であった。２０世紀の後半には，１９９２年の「発見
５００周年」を巡って，ヨーロッパとアメリカの出会いの諸相を分析した研
究が多く蓄積され，当時のヨーロッパ人の他者認識や「発見」の時代が後
のヨーロッパの思想史に及ぼした様々な影響が明らかにされてきた３）。
無論，大航海時代開始以降に西洋人が名づけた地名はこの大陸名だけで
はない。名づけられた地名が押しなべて「発明」と言えるかどうかはとも
かくとして，そこには命名者による意図やその時代背景に基づいた何らか
の認識，さらには全体としての傾向やパターンがあったと思われる。西欧
人による土地の命名は地理的にも時間的にも広範囲に及ぶため，本稿と続
稿はこの大きなテーマの試論にすぎない。アメリカをはじめ世界各地にヨ
ーロッパ人が進出した際，どのような命名の方法，さらには「発見地」の
認識の仕方をしていたのかという全体像を解明するための一つの手がかり
を提示することをひとまず本研究の目的としたい。
以下，本稿とその続稿では，筆者が専門とするヌエバ・エスパーニャお
よびその宗主国スペインの歴史的拡張の経緯を中心にしつつ，それ以外の
西欧諸国の進出の事例も含めながら比較的長い時間幅を対象とし，土地の
命名方法について特徴的と思われるいくつかの事例やパターンを考察して
いきたい。本稿では，まず１５世紀末のクリストバル・コロン（Cristóbal Co-
lón，英語名クリストファー・コロンブス）の航海の際になされた命名の
事例を考察し，この航海者による名づけにどのようなパターンがあったの
かを考察する。その後，コロンの事例には見られず，１６世紀前半以降に始
まったと考えられる「新しい」という形容詞を伴った地名の命名の広がり
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を扱う。さらに続稿では，「新しい」を伴う命名方法が新たなパターンを
生み出していく点や，本稿では扱えなかったそれ以外の命名パターンにつ
いての考察を行う予定である。
２．西洋の拡張の歴史的経緯
まずは本稿で扱う地名に関わる歴史的背景として，アメリカ大陸へのス
ペインおよびその他の西欧諸国による進出の経緯を簡潔にまとめておきた
い。
ポルトガル王国は，１５世紀前半から開始したアフリカ西岸航海を足がか
りとして，アフリカ南端経由でインド航路を確立していった。その一
方，１４９２年にようやくレコンキスタを終結させたカスティーリャ王国（後
のスペインの主要部分）は，コロンの航海を嚆矢として大西洋側への航海・
探検を進めた４）。１４９２年にコロンが最初にたどり着いたのはカリブ海域で
あり，スペインはエスパニョーラ島（現在のハイチおよびドミニカ共和国）
を拠点として，入植やさらなる探検・征服を進めることになった。この「ア
ンティル諸島の時代」には，キューバ島もスペイン植民地の拠点となった
ほか，中米南部から南米北部（ティエラ・フィルメ）においても探検が行
われた。
コロンの航海から３０年近く後，スペインの征服・植民地化は次のステー
ジを迎え，アメリカ大陸部に本格的な支配が及ぶことになる。キューバを
出発したコンキスタドール，エルナン・コルテス率いる一行は，１５１９年に
メキシコ湾岸部に上陸し，１５２１年にいわゆるアステカ王国５）を征服した。
この「メシコ征服戦争」によってメキシコ中央部を支配下に収めるや否や，
スペイン人の探検・征服は現在のメキシコ各地や中米などに向かって広
がっていった。
アステカ征服からおよそ１０年後，スペイン人の征服は南米大陸にも及ん
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だ。１５３２年にパナマから南米に進んだフランシスコ・ピサロ一行は，ワス
カルとアタワルパの後継者争いの渦中にあったインカ帝国を征服した。
１５３５年には植民都市リマが建設され，リマを起点としてさらに近隣地域の
征服が進められた。例えば，南へ向かっては，「好戦的な」アラウコ人と
交戦しながら現在のチリへとスペインは支配を拡大していく。
スペインは３００年ほどのうちに，北は現在のアメリカ合衆国西部や南部
から，南は南米大陸南部に至るまで，アメリカ大陸の広大な領土を植民地
とした。１６世紀前半にはメキシコ市を中心とするヌエバ・エスパーニャ副
王領，リマを中心とするペルー副王領という２つの副王領が設置されたが，
これら副王領の「辺境」の拡大は，１７世紀以降も続いた。一例を挙げれば，
ヌエバ・エスパーニャの北への拡大において，現アメリカ合衆国カリフォ
ルニア州の探検は１６世紀に開始されていたが，ミッションが整備されて植
民地化が進んだのは１８世紀後半から１９世紀初頭にかけてのことであった６）。
また，１８世紀の南米大陸には，ヌエバ・グラナダ副王領，リオ・デ・ラ・
プラタ副王領が新設され，サンタ・フェ・デ・ボゴターとブエノス・アイ
レスがそれぞれの新副王領の中心地となった（歴史学研究会編２００８：５９）。
スペイン植民地の拡大は南北アメリカ大陸とこれに付随する島々だけに
留まるものではなかった。メシコ征服戦争と同時期の１５１９年にスペインを
出航したフェルナンド・デ・マガリャンイス（マゼラン）一行は，翌年に
南米大陸南端近くの海峡（マゼラン海峡）を越え，「南の海」（太平洋）７）
へ出ることに成功し，太平洋西部の諸島――とりわけ現在のフィリピ
ン――を経由してヨーロッパへ帰還するという「世界周航」を実現した。
その後，１５６４年にメキシコを出航したミゲル・ロペス・デ・レガスピ率い
る一行はマリアナ諸島８）を経てビサヤ諸島に到達して，１５６５年にセブ市を
創設し，さらには１５７１年にマイニラを攻略してその翌年にはこれをスペイ
ンの拠点マニラとした（Francia ２０１４：５７―５９）。以降，フィリピンはヌエ
バ・エスパーニャ副王領の管轄下に置かれ，１８９８年の米西戦争によって支
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配を失うまでスペインの植民地であり続けた。
ポルトガルは，１５００年以降，南米大陸へ進出してブラジル植民地を形成
したが，スペイン・ポルトガルに遅れてその他の西欧諸国もやがてアメリ
カへの進出を果たした。
イギリスは，１５８０年代に植民に失敗した後，１６０７年のジェームズタウン
建設，１６２０年のメイフラワー号の航海を経て，北アメリカ大陸東岸の植民
地化を進めた（歴史学研究会２００８：７０―７５）。また，カリブ海においても
バハマ諸島から小アンティル諸島，さらには一部の大陸沿岸部にかけて進
出した。
一方，フランスは，１５３０年代という早い段階でジャック・カルティエが
カナダ探検を実施したほか，１６世紀中にジャン・ド・レリーらがブラジル
の探検も行ったが，本格的な進出を果たせたのは１７世紀になってからで
あった（歴史学研究会２００８：６６―６９）。１７世紀初頭から北米大陸北東岸に
入植を始めるとともに，カリブ海にも進出し，１７世紀後半以降にはルイジ
アナも植民地とした。
１６世紀後半に独立したオランダ（ネーデルラント）も，旧大陸経由の航
海でアジアに進出する一方で１７世紀初めからアメリカ大陸に進出した。結
果的にスリナムはさほど発展せず，北米植民地はイギリスに敗れて喪失す
るなど失敗続きであったものの，キュラソーを中心としたカリブ海域では
一定の成功を収めた（Céspedes del Castillo ２０００：８３）。イギリス，フラ
ンス，オランダは，１７～１８世紀における太平洋探検においてもそれぞれに
活動を続けていくことになる。
以下では，こうした西欧諸国の拡張という歴史的経緯の中で，探検者・
征服者・植民者らによって命名された地名の具体的事例を見ていきたい。
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３．コロンの第１回航海における命名行為
１４９２年８月，三隻のカラベラ船（サンタ・マリア号，ニーニャ号，ピン
タ号）でスペイン南部のパロス港を出航したコロン一行は，同年１０月１２日
に「サン・サルバドール島」に達した。西欧中心史観に従えば，１０月１２日
は「アメリカ発見」の記念日であり，スペインにおいてこの日は「イスパ
ニダー（スペイン性）の日 Día de la Hispanidad」として祝われている９）。
この「発見」を嚆矢としてスペインはアンティル諸島での支配を実現して
いくこととなった。エスパニョーラ島（現在のハイチおよびドミニカ共和
国）を拠点として初期の植民地政策を進め，さらにはキューバ島やその他
カリブ海の島々（プエルトリコ島，ジャマイカ島）にも探検・征服の手を
伸ばし，やがてアメリカ大陸部に本格的に進出することになる。ここでは，
その最初の一歩における土地の命名方法の事例として，第１回航海におけ
るコロン自身による地名の名づけを考察する。
コロンの最初の航海に関する記録としては，『航海日誌』が存在したこ
とがわかっている。初めて大西洋を往復して１４９３年３月にパロスに帰港し
た後，コロンは４月にバルセロナに到着し，カトリック両王（フェルナン
ドとイサベル）に航海日誌を提出したとされる。この原本からは写本（部
数不明）が作成され，そのうちの一冊がコロン家に所蔵されることとなっ
た。しかし，現在では原本もコロン家の写本も所在不明であり，ドミニコ
会士バルトロメ・デ・ラス・カサスが要約・転記したものを通じてのみ，
『航海日誌』は現代に伝えられている（青木１９９３：３３―３４）１０）。
１４９２年出航の航海の途中，コロンが積極的に「発見地」の名づけを行っ
たことは，『航海日誌』の記述からも明らかである。ラス・カサスによる
転記という側面を考慮しても，コロン自身が１人称で名づけを行っていた
ことを明瞭に示す箇所が散見される。
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例えば，「私がフェルナンディナと名づけたこの大きな島」，「サン・サ
ルバドール島から連れてきた者達は，この大きな島をサオメト島と呼んで
いましたが，私はこれをイサベラ島と名づけました」，「イスレオの岬と私
が名づけました地点」といった記述はその一例である（コロンブス１９７７：
４８，５６，６３）。また，これら以外にも，ラス・カサスが要約したり，３人
称を用いて「提督はこの川と港をサン・サルバドールと名づけた」，「[彼
は]この海をヌエストラ・セニョーラの海と名づけた」，「これを提督はエ
レファンテの岬と名づけた」などの記述があり，コロンが積極的な名づけ
行為をしていたことがわかる（コロンブス１９７７：７０，９３，１２４）。
『航海日誌』に基づいて，第１回航海においてコロンが名づけたと考え
られる地名を一覧にまとめたのが表１である。
No. 地名＊ 日付＊＊ スペイン語の意味＊＊＊；注釈
０１ サン・サルバドール島 la isla de
San Salvador
１０／１４ 「救世主」；現地での名称はグアナ
ハニ
０２ サンタ・マリア（サンタ・マリア・
デ・ラ・コンセプシオン）島 la isla
de Santa María［de la Concepción］
１０／１５ 「御宿りのマリア」
０３ フェルナンディーナ島 la isla Fer-
nandina
１０／１５ 「フェルナンドの」
０４ イサベラ島 la isla Isabela １０／１９ 「イサベルの」
０５ エルモソ岬 el Cabo Hermoso １０／１９ 「美しい」
０６ ラグーナ岬 el Cabo de la Laguna １０／２０ 「潟湖」
０７ イスレオ岬 el cabo del isleo １０／２２ ？
０８ ベルデ岬 el Cabo Verde １０／２４ 「緑の」
０９ アレーナ諸島 las islas de arena １０／２７ 「砂」
１０ サン・サルバドール川／港 el río y
Puerto de San Salvador
１０／２８ 「救世主」
１１ ルナ川 el río de la Luna １０／２９ 「月」
１２ マーレス川 el río de Mares １０／２９ 「海」，「火星」
１３ パルマス岬 el Cabo de Palmas １０／３０ 「椰子，掌」
１４ ソル川 el río de Sol １１／１２ 「太陽」
１５ クーバ岬 el Cabo de Cuba １１／１２ ？
表１： コロンの第１回航海において名づけられた地名
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１６ ヌエストラ・セニョーラ海 la mar
de Nuestra Señora
１１／１４ 「聖母」
１７ プリンシペ港 el pureto de Príncipe １１／１８ 「皇太子」
１８ サンタ・カタリーナ港 el puerto de
Santa Catalina
１１／２６ 「聖カタリーナ」
１９ ピコ岬 el Cabo del Pico １１／２６ 「先端」
２０ カンパーナ岬 el cabo de Campana １１／２６ 「鐘」
２１ サント港 el Puerto Santo １２／１ 「聖者」
２２ リンド岬 el Cabo Lindo １２／４ 「きれいな」
２３ モンテ岬 el Cabo del Monte １２／４ 「山」
２３b アルファ・イ・オメガ岬 el cabo de
Alfa y Omega
（１２／５） ※日誌には記載なし
２４ フアナ島［la isla de］Juana １２／５ 「フアナ」現地での名称はクーバ
２５ マリア港 Puerto María １２／６ 「マリア」
２６ エストレージャ岬 el Cabo de Es-
trella
１２／６ 「星」
２７ エレファンテ岬 el Cabo del Ele-
fante
１２／６ 「象」
２８ シンキン岬 el Cabo de Cinquin １２／６ 「五番目の」？
２９ トルトゥーガ島 la isla de la Tor-
tuga
１２／６ 「亀」
３０ サン・ニコラス港 el Puerto de San
Nicolás
１２／６ 「聖ニコラウス」；マリア港【２５】
と同一の港と思われる。
３１ ケラネロ岬 el cabo de cheranero １２／７ 「船底を補修する場所（？）」，「風
下の物陰（？）」；【２７】と同一か。
３２ コンセプシオン港 el Puerto de la
Concepción
１２／７ 「懐胎」
３３ エスパニョーラ島 la Isla Española １２／９ 「スペインの」
３４ ピエルナ岬 la Punta Pierna １２／１４ 「脚」
３５ ランサダ岬 la Punta Lanzada １２／１４ 「槍で突くこと」
３６ アグーダ岬 la Punta Aguda １２／１４ 「鋭い」
３７ パライソ平野 el Valle del Paraíso １２／１５ 「楽園」
３７ グ ア ダ ル キ ビ ー ル 川 el río
Guadalquivir
１２／１５ 「グアダルキビール」
３９ ロス・ドス・エルマノス los dos
Hermanos
１２／１９ 「２人兄弟」；文中で何を指すのか
明瞭ではないが岬のことか。
４０ トーレス岬 el Cabo de Torres １２／１９ 「塔」
４１ アルト・イ・バホ岬 el Cabo Alto y
Bajo
１２／１９ 「高くて低い」
４２ カリバタ（カリバタン）山 el Monte
Caribata［Caribatán］
１２／１９ ？；カリバタはこの地方の名称
206 専修人文論集９７号
４３ サント・トマス島 la isla de Santo
Tomás
１２／２０ 「聖トマス」
４４ マール・デ・サント・トマス（マー
ル・デ・サント・トメー）港 el Puerto
de la Mar de Santo Tomás［Santo
Tomé］
１２／２１ 「聖トマスの海」
４５ サンタ岬 la Punta Santa １２／２３ 「聖者」
４６ アミーガ島 la Isla Amiga １２／２４ 「友人」
４７ ナビダー村 la villa de la Navidad １／４ 「クリスマス」
４８ シエルペ岬 el cabo de Sierpe １／４ 「蛇」
４９ クリスティ山 el Monte-Cristi １／４ 「キリスト」
５０ ベセロ岬 el Cabo de Becerro １／５ 「仔牛」
５１ オロ川 el Río del Oro １／８ 「金」
５２ ロハ岬 la Punta Roja １／９ 「赤い」
５３ グラシア川 el Río de Gracia １／１０ 「恩寵」
５４ ベルプラド岬 el Cabo del Belprado １／１１ 「美しい平野」
５５ プラタ山 el Monte de Plata １／１１ 「銀」
５６ アンヘル岬 el Cabo de Ángel １／１１ 「天使」
５７ イエロ岬 la Punta de Hierro １／１１ 「鉄」
５８ セカ岬 la Punta Seca １／１１ 「乾いた」
５９ レドンド岬 el Cabo Redondo １／１１ 「丸い」
６０ フランセス岬 el Cabo Francés １／１１ 「フランスの」
６１ ブエン・ティエンポ岬 el Cabo del
Buen Tiempo
１／１１ 「よい天気」
６２ タハード岬 el Cabo Tajado １／１１ 「切り立った」※青木（１９９３：２３６―
２３７）では Tejado「屋根のある」
６３ パドレ・エ・イホ岬 el Cabo de Pa-
dre e Hijo
１／１２ 「父と息子」
６４ サクロ港 el Puerto Sacro １／１２ 「聖なる」
６５ エナモラード岬 el Cabo del E-
namorado
１／１２ 「恋人」
６６ ラス・フレチャス湾 el Puerto de
las Flechas
１／１６ 「矢」
６７ サン・テラモ岬 el Cabo de San
Theramo
１／１６ 「サンテラモ」
＊表記が異なるものの明らかに同一地名と思われるものは，初出の日付にまとめた。
＊＊日付は『航海日誌』に最初に現れる日付であって，その場所を「発見」もしくは命
名した日付ではない。
＊＊＊スペイン語等の単語の意味は「 」内に示し，固有名詞はそのままカタカナで表記
した。
出典：コロンブス（１９７７），青木（１９９３），ラス・カサス（２００９），Colón（１９８５），Colum-
bus（１９６９）をもとに筆者作成。
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これらの地名を命名する手法は，爾後数百年にわたって西欧諸国の進出
の過程で繰り返し用いられることになるプロトタイプと言えるものであっ
た。ここでは，コロンによる命名方法を大まかに分類して提示しておきた
い。コロンの意図が明瞭でない箇所もあるため，すべての地名の由来を詳
細に解明することは困難であるが，ひとまず便宜的に次の４つのパターン
があったということができる１１）。
① キリスト教的命名
コロンは最初に「発見」した島に，聖なる救世主（イエス・キリスト）
を意味するサン・サルバドール（【０１】）という名を与え，その次に見つけ
た島には，聖母マリア（【０２】）の名を与えている。これら二例はキリスト
教に関わる命名の典型的な例であり，【１０】，【１６】，【２５】，【４９】はその類
例である。
コロンが命名した地名の中には，聖人名も見られる。聖カタリーナ（【１８】），
聖ニコラウス（【３０】），聖トマス（【４３】, 【４４】）がこれに該当し，前二者
については，その場所に到達した日付に因んで命名された。すなわち，聖
カタリーナの祝祭日（１１月２５日）の前夜にたどり着いた港の名がサンタ・
カタリーナ，聖ニコラウスの祝祭日（１２月６日）に入った港がサン・ニコ
ラス（ただしこの港は一度マリア港【２５】と名づけたものと同一と思われ
る）といった具合である。その意味では，クリスマスに到達した場所に作
られた城塞と集落をナビダー（【４７】，スペイン語で「クリスマス」）と呼
んだのも，同様の発想に基づくものと言える。また，聖者を意味するサン
ト（女性形サンタ，【２１】，【４５】）も港や岬の命名に用いられている。これ
ら以外にキリスト教に関わる名称としては，懐胎（【３２】），楽園（【３７】），
恩寵（【５２】），天使（【５６】）といった語が用いられているほか，父と息子
（【６３】）という表現も宗教的な意味合いを含んでいた可能性がある。
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② 人物名に因んだ命名
上述のサン・サルバドールとサンタ・マリア（【０１】，【０２】）に続いてコ
ロンが「発見」した２つの島々の命名には，人物名が用いられた。フェル
ナンディーナ（【０３】）とイサベラ（【０４】）という島の名は，それぞれアラ
ゴン王のフェルナンドとカスティーリャ王のイサベルの名を女性形（「島
isla」はスペイン語では女性名詞）にして名づけたものと考えられる１２）。
さらに，皇太子を意味するプリンシペ（【１７】），フアナ（【２４】，皇太子フ
アンの名の女性形）も王族に因んだ名称である。
このように，コロンによる命名で用いられている人物名は，スペイン王
室の人物名であり，「発見者」自身の名や同時代の一般の人物の名前では
ない。
③ 一般的な名詞や形容詞に基づく命名
コロンによる命名の多くは一般の名詞や形容詞である。「美しい」岬
（【０５】），「緑の」岬（【０８】）のように，景観や地形を表現した形容詞を伴
う地名が数多く見られ，【２２】，【３５】，【３６】，【４１】，【５２】，【５８】，【５９】，【６２】
が同じタイプと考えられる。また，一般的な名詞が用いられた地名の中に
は，「砂」や「椰子」のように，地理的な形状や景色，そこにあるものや
その場所を何かの形に見立てたものと思われる地名が多く，【０６】，【０９】，
【１３】，【１９】，【２０】，【２３】，【２６】，【２７】，【２９】，【３１】，【３４】，【３９】，【５０】，
【５４】，【５５】，【５７】，【６３】，【６６】がこれに該当しうる。これら地名に用い
られている語の中には，アメリカ大陸には存在しないものもあり，例えば，
コロンが旧大陸での経験に基づいて「象」の名を与えた地名（【２７】）があ
る。金（【５１】）や銀（【５５】）という地名も見られるが，前者については，
川の水を汲んだ際に「水樽や杓子の輪にも黄金の小粒が付着して」いて，
黄金が多量にあると考えたため，後者については，山の頂上がいつも霧に
覆われ白または銀色に輝いていたことによるという（コロンブス１９７７：
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１９７，２０２）。
一般的な名詞を用いたものの中には，その場所に到達した日と関係する
と思われるものもある。コロンは，ルナ川（【１１】）を「月曜日」に目にし，
マーレス川（【１２】）１３）を「火曜日」に見つけ，ソル川（【１４】）へは「日曜
日」に達している（Gil ２００９：７７）。つまり，曜日名の語源に因んでこれ
らの川に名前を与えたと考えられ，その曜日にたまたま「発見」したこと
で名前が決まったということになる。さらには，「好天候」（【６１】）という
名を与えられた岬も，たまたま到達した日の天候がよかったために付けら
れた名称と思われる。
上記の特徴に合致しない名詞と思われるものもいくつかある。アミーガ
島（【４６】）は，エスパニョーラ島北岸を探検中に見出した小島だったが，
この地の住民についてコロンは「すべてその振舞いまことに愛らしく，話
振りもやさしく，他の地の者のように，話をすればまるでおどかしている
ようなのとは異なる」（コロンブス１９７７：１６９）など最大の賛辞を送って
いる。それゆえ，地元住民の友好性をそのまま小島の名前に反映させたと
考えることができるだろう。
他に由来がよく分からないものとしては，トーレス岬（【４０】）とフラン
セス岬（フランス岬，【６０】）がある。前者は「塔（torre）」の複数形なの
か，あるいは人名の姓の「トーレス」なのか不明である。後者の「フラン
セス（francés）」は「フランスの」もしくは「フランス人の」を意味する
が，具体的に何を指すのかはわからない。また，コロンの日誌そのものに
名称が出ているわけではないが，ラス・カサスおよびコロンの息子（エル
ナンド）の両者が言及している興味深い地名に「アルファとオメガの岬」
（【２３b】）がある。ギリシア文字の「始めと終わり」を表すこの名称は，
アジアの東端に達したと考えていたコロンが，ヨーロッパの東方に広がる
大陸の「始めであり終わりである地」に達したとの意味合いを込めて命名
したものと思われる（Colón１９８５：１３９，n１１０；ラス・カサス２００９：１巻
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３１７）。
④ 既存地名に準じた命名
エスパニョーラ島（【３３】）という名は，スペイン（España）の形容詞
形（español，女性形 española）であり，字義通りには「スペインの島」を
意味する。また，【３８】はスペイン南部を流れるグアダルキビール川の名
前そのものであり，「この川がコルドバのグアダルキビール川のように大
きく，しかも，その水辺には美しい石の岸辺があって散策もできる」こと
からこう名づけたという（コロンブス１９７７：１４１）。
上述の①や③に含まれるものの中にも，ヨーロッパやその他旧大陸の既
存地名と思われるものがある。スペインの研究者ヒルが指摘しているとこ
ろでは，モンテ岬（Cabo de Monte，【２３】）は，北イタリアのラパッロ湾
にあるカポ・ディ・モンテ（Capo di Monte）に基づいたものと考えられ，
さらにはシエラレオネにもカボ・ド・モンテ（Cabo do Monte）という場
所があったという。キリストの名を冠したクリスティ山（Monte-Cristi，
【４９】）は，ラス・カサスの説明では単にキリストを想起させる地名に過ぎ
ないが，トスカーナ沿岸のほぼ同名の島（Montecristo）に由来する可能
性も考え得る（Gil２００９：７２）。また，エナモラード岬（Cabo del Enamorado，
【６５】）は，スペインのアンテケラに存在するエナモラードスの岩（Peña
de los Enamorados）と呼ばれる山を意識したものと思われる（Gil２００９：
７５）１４）。サン・テラモ岬（【６７】）についても，聖エラスムス（聖エルモ）の
名を冠したイタリア南部の町（Santeramo in Colle）が存在し，これに因
んだ命名だったのかもしれない。
４．スペイン植民地における「新しい」を伴う地名
前節で見たコロンによる命名行為の中に見られなかったものの，その後
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繰り返し西欧人が用いた命名方法に「新しい」（スペイン語 nuevo/nueva，
フランス語 nouveu/nouvelle, 英語 newなど）という形容詞を冠した地名
が見られる。こうした地名は広範囲に及ぶため，すべてに言及することは
筆者の能力を超えているものの，可能な限りの事例を挙げながら，その系
譜を辿ってみたい。
「新しい」という語と旧世界の既存地名の組み合わせからなる地名のう
ちで，最も早い時期に使用されたのは，ヌエバ・エスパーニャ（Nueva
España，「新しいスペイン」）であったと思われる。ヌエバ・エスパーニャ
は，アメリカ大陸のスペイン植民地に１５３５年に設置された副王領の名称で，
この副王領は，最終的にはメキシコを含む北米のスペイン植民地のみなら
ず，カリブ海や中米および南米北部の沿岸からフィリピンに至るまでを管
轄することになった。
だが，ヌエバ・エスパーニャの呼称は副王領が正式に設置される前から
使い始められていた。メキシコの征服者エルナン・コルテスには，征服の
翌年に当たる１５２２年の段階で，「ヌエバ・エスパーニャ総督（gobernador
y capitán general de la Nueva España）」の地位が与えられている（Martínez
１９９０：２５０―２５３；Lohmann Villena ２０００：４５９）。さらに，コルテス自身が
残した文書類に目を向けると，メシコ征服戦争途中の１５２０年の段階で既に
ヌエバ・エスパーニャという地域名を使用していたようである（コルテス
１９８０；Martínez １９９０：１１４―１２８，１２９―１４，１５６―１６３）。こうしてヌエバ・エ
スパーニャという地名が命名され，広く使われ始めた後，スペインの征服
活動の進展に伴う領土拡張の経緯において，アメリカ大陸内の各地方で
次々と「新しい」という形容詞を冠した地名が使用されるようになった。
ヌエバ・エスパーニャ副王領内には征服・植民地化の進展に伴って多く
の「王国」が設置されることとなった。１５３１年には，メキシコ西部に位置
するヌエバ・ガリシア（Nueva Galicia）が王令によって定められている１５）。
ヌエバ・ガリシアの中心都市は，当初はコンポステラという町であった。
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このヌエバ・ガリシアの呼称は，イベリア半島北西の都市コンポステラを
中心とするガリシアという地方名に「新しい」という形容詞を付したもの
である。当初の中心都市がコンポステラであったというのもガリシア地方
を再現したものだったと言えるが，それ以上に興味深いのは，「中心」か
らの方角であった。スペインのイベリア半島中心部およびヌエバ・エスパ
ーニャの中心地メキシコ市というそれぞれの「中心」から，イベリア半島
のガリシアもアメリカ大陸のヌエバ・ガリシアも共に北西方向の方向に位
置していた。なお，ヌエバ・ガリシアの中心都市は，１５６０年頃までにグア
ダラハラ（Guadalajara）へと移されたが，グアダラハラという地名はガ
リシア地方のものではなく，征服者ヌニョ・デ・グスマンの出身地であっ
たスペイン中部の町の名称である（山田ほか２０１４：３３９）。
ヌエバ・エスパーニャ副王領の北方への拡大過程では，１５８０年にヌエ
ボ・レオン（Nuevo León「新しいレオン」，もしくは新レオン王国 Nuevo
Reino de León）が創設されている（Río Chávez２０００：２１２）。メキシコ市
から見て北西に新しいガリシアが配されたのに対し，ほぼ北に位置するこ
の地域が新しいレオンと名づけられたのも，実際のスペイン国内の地理的
な位置を概ね反映させたものと言えるだろう。なお，このヌエボ・レオン
の中心都市となったモンテレイ（Monterrey）という地名は，イベリア半
島のガリシア地方の町の名に由来する。
さらにこれらに近接する地域では，他にも「新しい」を冠した地方名が
命名された。ヌエバ・ガリシアの北側には１５６２年にヌエバ・ビスカヤ
（Nueva Vizcaya），ヌエボ・レオンの東側には１７４８年にヌエボ・サンタン
デル（Nuevo Santander）が置かれた１６）。また，これよりもさらに北方の
ヌエボ・メヒコ（ニュー・メキシコ）の征服・植民地化の過程では，この
地方の呼称としてサン・フェリペ（San Felipe）に加えて，ヌエバ・アン
ダルシア（Nueva Andalucía）という名称も提案されている（Stewart２００８：
２４）１７）。これらのうち，ヌエバ・ビスカヤの位置は，イベリア半島のビス
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カヤとは一致しないものの，ヌエボ・サンタンデルとヌエボ・レオンの位
置関係は，イベリア半島のサンタンデルがレオンの北東にあるという位置
関係とある一定程度相似している。
一方，南米のスペイン植民地でも「新しい」という命名パターンが見ら
れた。南米に設置された副王領は，最終的にペルーという名称１８）に落ち着
いたが，当初，１５３０年代の段階ではヌエバ・カスティーリャ（Nueva
Castilla）と呼ばれ，さらに南側（現在のチリ）はヌエボ・トレド（Nuevo
Toledo）と呼ばれた（Lohmann Villena２０００：４６２；サンチョ２００３；へレ
ス２００３）。また，ペルー副王領内での「新しい」という形容詞を伴う地方
名の代表例には，当初から同副王領の一部を成し，サンタ・フェ・デ・ボ
ゴターを中心として１７１７年に独立した副王領に昇格したヌエバ・グラナダ
（Nueva Granadaもしくは新グラナダ王国 Nuevo Reino de Granada）があ
る（歴史学研究会２００８：５９）。
南米大陸北部のベネズエラは，行政上はヌエバ・エスパーニャ副王領に
含まれたが，その東側の海岸地方は１６世紀の段階でヌエバ・アンダルシア
（Nueva Andalucía）と命名されている（Depuydt y Jongbloet２００４：６２―６３）。
さらに，この地域では，１７世紀になるとベネスエラの一部とヌエバ・アン
ダルシアの一部をもとにしてヌエバ・カタルーニャ（Nueva Cataluña）の
名称も創出された。
グラナダ，アンダルシア，カタルーニャはいずれもイベリア半島の南側
（地中海側）に位置する地方名である。南米大陸の地図だけを見れば，ヌ
エバ・グラナダ，ヌエバ・アンダルシア，ヌエバ・カタルーニャはいずれ
も「北」に位置しているが，先に見た北米大陸のメキシコ市を中心とした
諸地方の地理的な配置の延長として見るならば，これら地方が「中心」か
ら見て南側に位置し，これら「南の」諸地方の中でもヌエバ・カタルーニャ
が最も東側に配されているというのは，イベリア半島の元の地名の配置を
意識したものであったと指摘できる。
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１６世紀には，メキシコ征服とほぼ同時期のマガリャンイスの太平洋航海
に続き，征服後のメキシコやペルーから西側に広がる大洋の探検も進めら
れた。太平洋を越えた先にあるフィリピンは，当初，サン・ラサロ（San
Lázaro）諸島と呼ばれたが，やがて１５４０年代のルイ・ロペス・デ・ビジャ
ロボスによる探検の際には，当時の皇太子（後のフェリペ２世）に因んで
フィリピーナス（Filipinas）諸島と命名された（Francia ２０１４：５６）。その
後，ミゲル・ロペス・デ・レガスピが１５６５～７１年にフィリピンの植民地化
を行うが，マニラを占領した際，彼は同地を「ヌエバ・カスティーリャ王
国」と呼んでいる（ホアキン２００５：５２）１９）。
これらの事例に共通して見られるのは，「新しい」という形容詞が冠さ
れた地名は，基本的に地域名だったということである。元になった名称は
明らかに地域や地方を指す名称（エスパーニャ［スペイン］，カスティー
リャ，アンダルシアなど）の場合もあれば，都市名とも地域名とも解され
る名称（グラナダ，レオン，トレドなど）の場合もある。しかし，以下に
見る通り，アメリカ大陸で「新しい」の形容詞とともに名づけられた地名
は，基本的には地域名だったと考えるのが妥当である。
メキシコ西部のミチョアカンには，当初，スペイン人の拠点としてメチュ
アカン市（Ciudad de Mechuacán）が創設された。この町は，１５４５年にバ
ジャドリー（Valladolid，現モレリア）に改名された。バジャドリーはイ
ベリア半島中北西部に位置するスペインの主要都市の名称である。また，
上述の通り，ヌエバ・ガリシアにはその中心都市として当初はコンポステ
ラ（Compostela），後にグアダラハラ（Guadalajara）が建設されたが，前
者はスペインのガリシア地方の中心都市，後者はスペイン中央部カスティ
ーリャ地方の都市の名であった。１５６３年に創設されたヌエバ・ビスカヤの
中心都市ドゥランゴ（Durango）もまた，イベリア半島のビスカヤ地方の
町と同名であった（Río Chávez２０００：２０６）。
メキシコ南部のオアハカでは，当初，征服者たちはセグラ・デ・ラ・フ
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ロンテラと呼ばれる拠点を置いたが，１５２８年にこれはアンテケラ（Ante-
quera，現オアハカ市）と改名された。アンテケラはスペイン南部に存在
する町の名称である。
ユカタン半島（マヤ地域）の征服においても，スペインに存在する町の
名がそのまま命名に用いられた。フランシスコ・デ・モンテホ一族２０）は
１５２８年から長年を費やしてユカタン半島の征服を進めたが，フランシス
コ・デ・モンテホ（息子）による１５４２年のメリダ（Mérida）創設はその
一つの区切りとなる出来事であった。このメリダというのはスペインのエ
ストレマドゥラ地方の中心都市の名である。また，同じユカタン半島では，
フランシスコ・デ・モンテホ（甥）によって１５４３年にはバジャドリー（由
来は先述の通り）が創設されている（山田ほか２０１４：８８７）。
このように，１６世紀前半のスペイン植民地形成過程では，「新しい」と
いう形容詞は基本的に地方名に用いられ，その一方で都市を創設して命名
する際には「新しい」という表現を伴わずにスペインの都市名がそのまま
採用される傾向にあったと言える２１）。
上で見たように，コロンの航海の時点では土地の命名において「新しい」
という名称は見受けられなかった。コロンよりも後に「新しい」という呼
称が現れ，一般化していった理由は何だったのであろうか。この点に関し
て，まず思い当たるのが「新世界」という表現の普及である。航海の末に
到達した場所がアジアであるとコロンが主張し続けたのに対し，その少し
後に航海をしたアメリゴ・ヴェスプッチは，到達先が未知の新しい世界で
あると述べた。
ヴェスプッチが著した『新世界』は，１５０３年もしくは１５０４年にラテン語
で最初に出版されたとされる（篠原２０１２：１５９―１６０）。その後，ドイツ語，
イタリア語，フランス語など各国語版が出されたが，スペイン語やポルト
ガル語にはすぐには翻訳されず，ヴェスプッチ存命中２２）はイベリア半島で
はこの小冊子は知られていなかったか，少なくとも人々の関心を引くほど
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のものではなかったと考えられている（篠原２０１２：１６８―１７０）。ヌエバ・
エスパーニャの地名が登場することになった「アステカ王国」の征服が１５１９
～２１年であることを考慮すると，ヴェスプッチの小冊子刊行後の２０年足ら
ずの期間のどこかの段階でスペイン人にとって「新しい」世界のイメージ
が一般化し，土地の命名に利用されるようになったと考えるのが自然であ
ろう。
この間，スペインの植民地化の進展としては，１５１１年にダリエン（パナ
マ）に総督領が置かれ，その２年後にはカスティーリャ・デル・オロ
（Castilla del Oro，「黄金のカスティーリャ」）という地方名が採用されて
いる（Lohmann Villena２０００：４５７）。しかし，この時点では「カスティー
リャ」に「黄金の」という語句は付加されたものの，「新しい」という形
容詞を添えるという命名方法は採られていない。したがって，上の期間を
もう少し絞り込むとすれば，いわゆるアンティル諸島の時代が終わり，ス
ペインが大陸部への征服を本格的に進めるようになった１５１０年代にようや
く「新しい」という地名がイベリア半島の人々にとって現実味を持つもの
となったと考えるのが妥当ではないだろうか。
５．非イベリア諸国の進出過程における「新しい」の継承
イベリア半島のポルトガルとスペインの後塵を拝した他の西欧諸国もや
がて海外進出を始める。興味深いのは，これら非イベリア系のヨーロッパ
諸国が海外に進出する際にも，「新しい」という形容詞を冠した地名の命
名方法が引き継がれていった点である。国名もしくはそれに近い地名が「発
見地」に付けられたのは，前説で見たヌエバ・エスパーニャ（「新しいス
ペイン」）に倣ったものと見なしうる。
イギリス人が北米大陸の北東部に進出した結果，形成されたニュー・イ
ングランド（「新しいイングランド」）はその典型的な例であろう。ここま
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で見てきたスペインや後述するフランスが既に「新しいスペイン」，「新し
いフランス」という名称を植民地に採用していた。そこで，１７世紀初頭に
ジョン・スミスがこれらに倣って「新しいイングランド」の名称を定着さ
せた（Stewart２００８：３７）。
イギリスの入植地はヴァージニアからジョージアにまで広がり，その北
側もオランダから奪取するなど，フロリダより北の北米大陸東岸に広がる
ものであった。その地理的範囲はスペイン植民地に比べると小規模では
あったものの，イギリスの植民地化が進んだ東海岸の各地方の名称には，
ニュー・ハンプシャ （ーNew Hampshire），ニュー・ジャージ （ーNew Jer-
sey），ニュー・ヘイヴン（New Haven）などが見られる。ニュー・ヘイヴ
ンは，一般名詞（haven「港」）に由来すると思われるが，ハンプシャー
やジャージーはイングランドの既存の地名に「新しい」という形容詞を付
けたものである。また，ノヴァ・スコシア（Nova Scotia）も１７世紀初頭
にフランスが入植したものの，１８世紀にはイギリスの植民地となった。ラ
テン語の名称が現在まで定着しているが，ノヴァ・スコシアは「新しいス
コットランド」を意味する。
これらの地方名は，ある段階で誰かが提唱し，やがて広く認知された地
名や正式名称として認められていくことで定着していった。例えば，ニュ
ー・ハンプシャーの場合，１６２９年に土地を手に入れたジョン・メイソンが
この名称で呼び使い始めた。メイソンはノーフォークの出身であったもの
の人生の大半をハンプシャーで過ごした経験を持つ人物であった。彼が使
い始めたこの地名は，半世紀後，イギリス王チャールズ２世が正式にニュ
ー・ハンプシャーを地方名に採用することで後々まで使われるようになっ
た（Stewart２００８：４２，１０１）。
このように，地域名称に「新しい＋ヨーロッパの既存地名」を命名する
というパターンは，イギリス人の北アメリカ植民地化の過程においても広
く用いられ，それはスペインが１６世紀前半以降に実践していた命名方法と
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同様であったことが見てとられる。無論，この方法が唯一ではなく，他の
命名方法が採られることもあった。例えば，イギリス植民地の主要地名に
は，ヴァージニア（Virginia）やジョージア（Georgia）のように人物に由
来する命名も見られ，前者はエリザベス１世，後者はジョージ２世に由来
する。だが，この点に関しても，スペイン植民地となった場所でコロンが
フェルナンディーナ島やイサベラ島，あるいはビジャロボスがフィリピー
ナス（フィリピン）諸島を名づけたのと同じ命名方法であったことが確認
できる。
フランスやオランダがアメリカ大陸に進出する過程においても，「新し
い」という形容詞が使用された。フランスの海外領は，ニュー・イングラ
ンドに先立って早い段階からヌーヴェル・フランス（Nouvelle France，「新
しいフランス」）と呼ばれた。１５７４年のオルテリウスの地図には早くも「ノ
ヴァ・フランシア（Nova Francia）」の名称が見られる（Suárez２００４：６４）。
その後，フランスは１７世紀後半にルイジアナの植民地化を開始するが，こ
の地域名は，太陽王ルイ１４世に因んだもので，上述の王や王族の名を地名
形にして用いるという命名方法によるものである。
１７世紀初頭からオランダが進出した北米の植民地にもニーウ・ネーデル
ラント（Nieuw-Nederland，「新しいネーデルラント」）の名がつけられた
（Suárez２００４：９５）。さらにアジア経由のオランダ人の進出過程では，ニュ
ー・ギニア探検の先にニュージーランドとオーストラリア大陸の「発見」
があった。その過程でオーストラリア大陸の一部はオランディア・ノヴァ
（Hollandia Nova，「新しいオランダ」）と呼ばれた（Suárez２００４：９３，９９）。
最終的に１９世紀にはオーストラリアの名称が正式に採用されたものの，そ
れまでは，ここまで本節で述べてきた名づけのパターンがオーストラリア
についても使用されていた。
その一方，「新しい」という形容詞が都市名に冠された例外的なケース
も一部に見られる点に注目しておきたい。上述のフランス領ルイジアナの
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拠点となる都市にはヌーヴェル・オルレアン（Nouvelle Orleans，現ニュ
ー・オーリンズ）の名がつけられた。オルレアンは，フランス中北部の町
の名称である。また，１６２５年にオランダ人がマンハッタン島に建設したニ
ーウ・アムステルダム（Niew Amsterdam）は，「新しい」という表現を
伴った町の名称の典型例と言えるだろう。ネーデルラントの都市アムステ
ルダムの名称に「新しい」を意味する形容詞を追加した地名であり，アメ
リカ大陸におけるオランダ人は居留地をこのように命名した。さらに，こ
の場所は１６６４年にイギリスがオランダから奪取し，新たにイギリス人の町
としての名が，ヨーク公ジェームズ（後のジェームズ２世）２３）に因んで与
えられることになる。その際にニュー・ヨーク（New York，「新しいヨー
ク」）と命名し直されたが，おそらくは元のニーウ・アムステルダムが「新
しい」という形容詞を伴った名称であったことからそれが引き継がれたも
ので，町の名称に「新しい」を付すのは例外的なケースであった（Stewart
２００８：８１）。実際，イギリス植民地のいくつかの町の名前を想起してみれ
ば，ボストンやプリマス２４）のように，本国の既存の町の名称がそのまま使
用されるのが通常であったことがわかる。
なお，１８世紀には南米北部のガイアナのオランダ人入植地で別の「新し
いアムステルダム」が築かれている。１７３３年に小村が築かれ，１７８５年に移
転してオランダ領バービス植民地の中心となった。１９世紀初頭にイギリス
の支配下に入ったものの，この場所では現在もニュー・アムスターダム
（New Amsterdam）という地名が残されている（山田ほか２０１４：８５４）。
入植地の町の名称に「新しい」という表現を用いるのがオランダ人に特有
のものであったかどうかは，さらに事例を多く見て行く必要がある。
以上のように，「新しい」という形容詞を伴ったヨーロッパの地名が，
アメリカやその先の新たな「発見地」に与えられるという現象は，大航海
時代の開始から少し遅れて始まり，その後，長期間続いたと言うことがで
きる。スペインの海外進出の最初の段階には見られなかったものの，アメ
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リカ大陸部の植民地化においてはアステカ征服の段階からこの命名パター
ンが見られ始め，主に地域名として「新しい〇〇」という地名が多く採用
された。そして，スペインに遅れてアメリカ大陸やその先の地域に進出し
たイギリス，フランス，オランダもこのパターンをしばしば踏襲したこと
がわかる。それと同時に，「新しい〇〇」は，主に一定の広がりを持つ地
方の名称に用いられた。その一方で，入植地や新たに創設された町の名称
は，例外はあるにせよ，スペインやイギリスの植民地では基本的に既存の
町の名がそのまま用いられた。
謝辞：本論文は，平成２６年度専修大学研究助成・共同研究「「新たな土地」
の命名と認識方法に関する研究」（代表：黒沢眞里子）の研究成果の一部
である。
注
１）以下，本稿では，地理的に一定の広がりを持った地域名や限られた範囲の町などの
土地だけでなく，島や山，川や海域なども含めすべて「土地」と呼び，それらの土地
の名称を「地名」と呼ぶことにする。
２）この世界図はロレーヌ地方のサン・ディエ・アカデミーが刊行した『宇宙誌入門』
のために作成されたものである（オゴルマン１９９９：１５６―１５７）。
３）例えば，トドロフ（１９８６），ヒューム（１９９５），ラバサ（Rabasa１９９３）を参照。
４）正式には「インディアスの諸王国」とされたスペインの植民地は，形式的にはカス
ティーリャ王室の支配下に位置づけられた（Céspedes del Castillo２０００：８０）。
５）アステカ王国は，メキシコ盆地を中心とし，北東はメキシコ湾岸のワステカ地方，
西はミチョアカン（タラスコ）王国と接するところまで，南西はゲレロおよびオアハ
カ地方，さらに東は部分的ではあるがチアパスやソコヌスコ（現メキシコ・グアテマ
ラ国境付近）までを版図に収めていた。
６）１７６７年のイエズス会士追放後，副王の命を受けてフランシスコ会士フニペロ・セラ
らがアルタ・カリフォルニアでの伝道を開始したのは１７６９年，その弟子のフランシス
コ・パロウらが現サンフランシスコ市内に当たる場所にアッシジの聖フランチェスコ
の名を冠したミッションを築いたのは１７７６年であった（Palou２００７：xii―xiii，１４２―１５０）。
７）「南の海（Mar del Sur）」は１５１３年にバスコ・ヌニェス・デ・バルボアがパナマ地
峡を越えてこの海を見出した際に命名したもので，「太平洋（Océano Pacífico）」はこ
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のマガリャンイスの航海の際に命名されたものである（ピガフェッタ２０１１：
３４，４６，６０）。
８）当時の名称では「ラドロネス（泥棒）諸島」。
９）アメリカ合衆国の「コロンブス・デー Columbus Day」も多くの州で祝われており，
「発見を祝う」意味合いが強いものの，２０世紀初頭の早い時期からこれに反対する運
動が現在まで継続して行われている。ラテンアメリカ諸国の中には，伝統的な「民族
の日 Día de la Raza」の名称を使う国（メキシコなど）も多い一方で，「文化的多様
性尊重の日 Día del Respeto a la Diversidad Cultural」（アルゼンチン），「脱植民地化
の日 Día de la Descolonización」（ボリビア），「先住民抵抗の日 Día de la Resistencia
Indígena」（ニカラグア，ベネズエラ），「先住民族と文化間対話の日 Día de Pueblos
Originarios y de Diálogo Intercultural」などの名称が採用されている。
１０）本稿での『航海日誌』の引用に際しては，原則として林屋訳の岩波文庫版（コロン
ブス１９７７）に準じ，必要に応じて以下の文献を参照した。青木（１９９３），ラス・カサ
ス（２００９），Colón（１９８５），Columbus（１９６９）。
１１）以下，【 】内に表１に対応する番号を示す。
１２）「イサベラ島」については，原綴が Islabela（Isla Bella「美しい島」とも Isabela「イ
サベルの」とも解釈できる）であるため，議論の余地がある。ただし，コロンの息子
であるエルナンド・コロンはイサベル女王を記念してイサベラと名づけたと記してい
る（コロンブス２０１１：２７２）。
１３）「マーレス（Mares）」の呼称は「海（mar）」の複数形とも考えられる（青木１９９３：
１１１）が，「火星（Marte）」の古形でもある（Gil２００９：７７）。
１４）エナモラード岬は１４９３年１月に入ってからの航海中にコロンが名づけたものである
が，この２か月半ほど前の１４９２年１０月２９日の航海日誌の記述にペニャ・デ・ロス・エ
ナモラードスへの言及が見られる（コロンブス１９７７：７２）。
１５）征服者ヌニョ・デ・グスマンはこの地方をヌエバ・カスティーリャ・デ・ラ・マヨ
ール・エスパーニャ（Nueva Castilla de la Mayor España，「拡大スペインの新カスティ
ーリャ」）と呼ぶことを望んだが，王室は正式呼称としてヌエバ・ガリシアを採用し
た（Río Chávez２０００：１９９）。
１６）ヌエボ・サンタンデル創設以前の段階では，現在のコアウィラに相当する地域がヌ
エバ・エストレマドゥラ（Nueva Extermadura）とも称されている（Osante ２００３：
６５）。エストレマドゥラはスペイン南西部に存在する地方名である。
１７）最終的にはヌエボ・メヒコ（Nuevo México，英訳ニューメキシコ）という名称が
定着することになるが，メヒコ（メキシコ）は先住民語であるナワトル語由来の地名
であるため，続稿で別途取り上げて論じることにしたい。
１８）ペルー（Perú）はアメリカ大陸の先住民語由来でスペインの地名ではない。初期
の記録には「ビルー（Birú）」とも記載されている。
１９）かつてペルーを指していたヌエバ・カスティーリャの名称とは直接的には関係しな
222 専修人文論集９７号
いと考えられる。おそらくは，征服以降，ペルーの名称が定着したため，「空位」で
あったヌエバ・カスティーリャの名称をここでロペス・デ・レガスピが使用したもの
と考えてよいだろう。
２０）同姓同名の３名の人物（父，息子，甥）の主導でユカタン半島の征服が進められた。
２１）無論，例外的な事例もある。ホンジュラスのバジャドリー・デ・コンセプシオン・
デ・コマヤグア（現コマヤグア）は，１６世紀当時にヌエバ・バジャドリ （ーNueva Va-
lladolid，「新しいバジャドリー」）とも呼ばれた（山田ほか２０１４：４２６）。また，ヌエ
バ・アンダルシアの主要都市ヌエバ・バルセロナ（現ヌエバ・バルセロナ・デル・セ
ロ・サント）もその例である。
２２）ヴェスプッチは１５１２年に死去している。
２３）イギリス王チャールズ１世の次男で，この占領時の王であったチャールズ２世の弟。
２４）メイフラワー号が出航したイングランドの町と，到着したマサチューセッツの町が
ともにプリマスという名であったことはよく知られているが，プリマスの命名はヴァ
ージニア入植地建設当時になされたものであり，メイフラワー号乗員による命名では
ない。
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